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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

平成 ２９年 ３月 ３日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

評価結果市町村受理日平成 ２９年 １月 １２日 平成 ２９年 ４月 ５日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日

1 自己評価及び外部評価結果

2775502442

法人名 社会福祉法人 高安福祉会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 母体である特別養護老人ホーム信貴の里の別棟になっており、ホームの庭園には石灯籠や大きな樹木がある日
本庭園の一隅もあります。行事や催し物は法人全体の行事として、併設施設の入所者様と一緒に交流していま
す。法人内で、毎月勉強会（認知症について、感染症について等）を開催し、スタッフのスキルアップの機会を作っ
ています。利用者様に家庭的な環境の中で日々過ごしていただくために、毎日スーパーに買物に行き食材を選ん
でいただき食事のお手伝いをしていただいています。入所者様主体の会議、利用者会議は、進行、議事録を入所
者様が行い、入所者様の声を実現しています。体調がすぐれない時は、併設している診療所の看護師に相談や、
必要時は主治医が夜間を含め往診いただいています。看取りについても、ご家族様、主治医、ナース、スタッフで
話し合い、グループホームで看取らせていただいた利用者様もいます。

グループホームしぎのさと事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
隣接する法人の特養と連携を図り、様々な資源を活用しながら、穏やかで自由な暮らしを支援しています。３階建
のホームは空間も広く、１階が駐車場、２・３階が居室となっています。南向きの広いガラス張りのリビングは明るく
開放的な空間で、信貴山麓の四季を感じながら暮らすことができます。ホームでは、利用者の行きたいことやりた
いことを実現する「利用者様会議」を開催しています。会議から、一人ひとりが望むことをできるだけ実現するため
に、家族と相談しながら、墓参り、ショッピング、外食、競馬など個別のケアに取り組んでいます。職員は明るく、笑
顔で利用者に接しており、一人ひとりが持つ力を引き出し、利用者の最後まで関われることを誇りに思っていま
す。ケアで気になることがあれば、相互に話し合いながら同じ方向性を目指して支援をしています。特に、利用者
の楽しみにつながると、食にこだわり、3食ともホームで調理しています。利用者や時に家族も参加し、食事作りや
おやつ作りに取り組んでいます。食材も国産で鮮度の良いものを選び、利用者と共に毎日買い物に出かけていま
す。利用者は自由に、日々楽しみながら、１日を暮らしています。

基本情報リンク先

大阪府八尾市服部川５－７－１所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2775502442-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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社会福祉法人大阪府社会福祉協議会2

自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

「入所者様の人間性を尊重し、自立自尊

心や夢を損なわないよう配慮し、明るく、

楽しく、住み慣れた地域で充実した健康

管理や生活介護サービスを提供してい

ます」を掲げ、地域との交流を持ち地域

の拠点になりたいと考えています。信貴

の里スローガンを事務所内の目立つと

ころに掲示しています。毎朝ミーティング

で唱和し常に意識し実践しています。

グループホームの理念のもと、「初心

を忘れず思いやりの気持ちを大切にし

ます。いつも笑顔であいさつします。常

に尊敬の念を持ち介護させていただき

ます。自立支援を目指します」をスロー

ガンに「今日も一日楽しかった」と言え

るホームでありたいと、ケアの具現化

に努めています。職員も毎年目標を掲

げて、利用者、家族も一緒に巻き込ん

だケアが実践されています。理念に沿

って、皆が同じ目標に向かって支援が

実践されています。利用者一人ひとり

が、大切にされ、笑い声がホーム内に

響き、自由な思い思いの生活が、ホー

ムに入居しても可能な限り、一つひと

つ実現されています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし

続けられるよう、事業所自体が地域の

一員として日常的に交流している

入所者様と地域のスーパーに出かける

以外に、地域のお店に、お米は米屋、魚

は魚屋、その他多くの食材を配達してい

ただいています。植木屋から菊を頂いた

り、七夕に使う笹を頂き地域の一員とし

て日常的に交流しています。ベランダに

洗濯物を干している時、雨が降ってくる

と、電話で教えてくれることもあります。

今後も地元の人々との交流を深めるた

めに、グループホームに来て頂くだけで

なく、入所者様が地域に出かけることを

継続します。

開設後より様々な活動を通して、地域

のグループホームとして、位置づいて

きました。日常的には、近隣への散歩

や買い物、喫茶店へ出かけて、挨拶を

交わしています。様々な活動を通し

て、地域との交流が深まり、地域から

の働きかけができてきました。畑でで

きた野菜やもち米、お花など頂くことも

あります。恒例の祭りや行事への参

加、小学校の運動会への見学にも出

かけています。地域貢献活動の一環と

して、地域にコンビニがないことから、

地域包括支援センターとともに、コンビ

ニを巻き込んだ週 1 回の出張コンビニ

を始めています。

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を

地域の人々に向けて活かしている

入居希望のご家族様への介護相談及

び施設の見学など随時対応していま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの

意見をサービス向上に活かしている

運営状況、行事の報告、外部評価の報

告、昼食作りを利用者様と一緒に行う、

避難訓練に参加、入居者様の日々の様

子、職員の研修報告を行っています。委

員の皆様から様々な意見を聞き、サー

ビスに取り入れサービスの向上につな

げていくよう取り組んでいきます。改善

点については早急に対応し、良い点に

ついてはより良く継続できる様サービス

の質の向上につなげています。

運営推進会議は、開催規程に沿って

おおよそ２か月に１回、年６回定期的

に開催しています。参加者は民生委

員、高齢クラブ代表、市職員、利用者

代表、家族代表とホーム職員です。ホ

ームは有効な会議になる工夫として、

ここしばらく、参加者にホームの避難

訓練や敬老祝賀会、利用者との食事

作り等に参加していただく内容にして

います。ホームや利用者の状況が良く

理解できると参加者に好評です。参加

者の評価や意見は、職員会議にも報

告、相談してホーム運営やサービスの

向上に活かしています。会議録は玄関

先に置き公開しています。

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取

り組みを積極的に伝えながら、協力関

係を築くように取り組んでいる

八尾市に２ヶ月に一度、運営推進会議

についての報告をしています。その他は

随時連絡し相談にのっていただき、助言

を頂いています。

市職員との関係は密で、日常的な連

携が取れています。事故の報告、外部

評価の報告もしています。市職員は毎

回運営推進会議に参加し、ホームの

状況を把握して、情報の提供や相談

にのっています。ホーム職員は地域包

括支援センターに協力し、地域に貢献

する活動をしています。地域の高齢者

のために、毎週開店する出張コンビニ

の実現はその一例です。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地

域密着型介護予防サービス指定基準

における禁止の対象となる具体的な行

為」を正しく理解しており、玄関の施錠

を含めて身体拘束をしないケアに取り

組んでいる

日中は玄関の施錠はしていません。回

廊式になっているベランダへ出るドアも

施錠していません。入所者様は朝食後

にベランダに出て散歩をしたり、朝の新

鮮な空気を肌で感じていただいていま

す。禁止の対象になる具体的な行為は

行っていません。

言葉の抑制を検討し、入所者様の関わ

りについて向き合っています。今後も勉

強会を通じ入所者様中心のケアに取り

組んでいます。

職員は身体拘束をしないケアの重要

性を良く認識しています。マニュアルを

整備し、法人本部主催の定期的な研

修会に参加しています。法人本部は、

毎月定期的に『０（ゼロ）委員会』を開

催し、身体拘束や虐待のないケアに取

り組んでいます。ホームは目標として、

「ていねいな声かけ、抑制のない声か

けを心がける」を掲げ、利用者と距離

が近いことから、なれ合いにならない

ことを特に意識して支援しています。ま

た、外出に力を入れ、利用者の気分転

換にも配慮しています。玄関やエレベ

ーターは、テンキーの番号を表示し

て、いつでも開けることができるように

しています。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関

連法について学ぶ機会を持ち、利用者

の自宅や事業所内での虐待が見過ご

されることがないよう注意を払い、防止

に努めている

法人内で毎月行っている勉強会を通じ、

学ぶ機会を設け重要性を認識していま

す。また日々お体に変化がないか確認

しています。

言葉の虐待等についても、ゼロ委員会

で毎月話あった内容をグループホーム

会議で伝達し、虐待の防止に努めてい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8

○権利擁護に関する制度の理解と活

用

管理者や職員は、日常生活自立支援

事業や成年後見制度について学ぶ機

会を持ち、個々の必要性を関係者と話

し合い、それらを活用できるよう支援し

ている

管理者、計画作成担当者は研修会に参

加しています。成年後見人制度を利用さ

れている方もおられ、今後も相談があれ

ば、制度の説明を行い、必要な方には

活用していただいています。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図

っている

入所時、退所時には疑問点や不安な点

を十分に話し合い理解、納得を得ていま

す。これからの暮らしについて、よりよい

方法を提案する等、納得が行くまで一緒

に考えています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理

者や職員ならびに外部者へ表せる機会

を設け、それらを運営に反映させている

玄関には苦情の受付窓口担当者の名

前、第三者委員の名前、福祉サービス

苦情解決委員会の連絡先を記載したポ

スターを掲示し、外部への連絡方法を示

しています。

来園時や電話による近況の報告以外

に、３ヶ月に１度ケアプランを更新し、ご

家族からコメントを頂くようにしていま

す。また季刊誌『しぎのさとだより』を発

行し、日々の様子をお知らせする機会を

設けています。行事後、ご家族にアンケ

ートを行い、次年度に活かせるようにし

ています。

職員は、利用者から年数回開催の『利

用者会議』で食事やおやつのメニュ

ー、外出先の要望を聞いて、実現に努

めています。また、家族の来訪時に利

用者の状況を報告しながら要望を聞

いています。３か月毎のケアプラン更

新時には、家族に来訪を呼びかけ、面

談しています。意見や要望は職員会

議で共有し、支援に活かしています。

家族参加の行事の際は、アンケートを

取り、次回の参考にしています。利用

者の暮らしぶりが良くわかる「しぎのさ

とたより」を、年４回家族に送っていま

す。たよりには「ご意見、ご要望がござ

いましたら、お気軽にお声がけ下さい」

「手作りおやつのレシピを教えていた

だければ幸いです」等、家族にさりげ

なく呼びかけをしています。家族との

連携は良く、家族の協力も得られてい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映

させている

グループホーム会議などで職員の意見

に耳を傾け検討しています。職員が自

由な意見が出せるような雰囲気作りを

心掛けています。

管理者は職員が経験を積み、成長し

たことに合わせ、日常的なケア面では

職員の自主性を重んじた運営をしてい

ます。職員も管理者の期待に応えてい

ます。職員は毎月の職員会議で自由

に意見を出し合っています。管理者も

参加し、意見や要望を聞いて運営に繋

げています。管理者は、職員が自由に

意見を言える環境作りが大切と考え、

職員との日常的なコミュニケーションを

心がけています。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力

や実績、勤務状況を把握し、給与水

準、労働時間、やりがいなど、各自が向

上心を持って働けるよう職場環境・条件

の整備に努めている

職員から研修参加の希望があった時

は、勤務調整を行っています。共済会に

よる福利厚生の利用、夏休や冬休、賞

与、昇給の他、残業ゼロの取り組みを行

っています。各自が向上心を持って働け

るよう職場環境・条件の整備に努めてい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

母体施設で毎月勉強会が開催され参加

しています。月に４回同じ内容の研修が

あり、全職員が参加できるようにしてい

ます。「緊急対応について」「感染症につ

いて」「オムツの使用について」「認知症

について」等勉強会を行いました。新人

職員には、新人職員研修を行い、介護

の基本を学んだうえで、入所者様の介

護をするようにしています。

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組

みをしている

市の連絡協議会・大阪府認知症高齢者

グループホーム協議会に参加していま

す。管理者は市の「事業者連絡協議会

グループホーム分科会」の会長を務め

ており、勉強会や情報交換の場を作り

サービスの質の向上に努めています。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困

っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、本人の安心を確保す

るための関係づくりに努めている

入居当初は職員が寄り添い、環境の変

化等、本人の不安を受け止めるようにし

ています。趣味の合う入所者様がいれ

ば、席を横に案内し交流を深めていただ

き、本人の安心を確保するための関係

づくりに努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

ご家族様との話し合いの中で、不安や

要望を伺い入所者様の自尊心を傷付け

ないよう、後日改めてご来園や電話等を

利用し、不安を受け止めるよう努めてい

ます。ご家族様からの不安や要望を面

接記録に記載し、全ての職員が把握す

るようにしています。

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家

族等が「その時」まず必要としている支

援を見極め、他のサービス利用も含め

た対応に努めている

必要なサービスの説明を行い、ご家族

様の意向を伺いながら行っています。医

療的なニーズについては、主治医・看護

師と相談し提案しています。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の

関係を築いている

入所者様は人生の先輩であるという考

えを職員が共有し、普段から入所者様

に教えてもらう場面もあります。またそう

いう場面が多くもてるよう工夫や声掛け

を行っています。入所者様にもそれぞれ

に役割をもっていただき、お手伝いした

り、入所者様に手伝っていただいたりす

ることで共に暮らしを支える関係を作っ

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

来所時や電話等で、入所者様の近況報

告や対応について一緒に考え、入所者

様のニーズが実現できるよう努めていま

す。ご家族様の精神面のケアを職員は

視野に入れ接しています。行事の想い

出をＣＤにして、家人来園時や敬老祝賀

会で利用者様と一緒にみて頂いていま

す。ご家族様の考えに共感し、話し合い

一緒に支え合う関係を作っています。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

馴染みの店に買い物に行く、ご家族様

宅に外出、外泊され交流されています。

古くからの友人が面会にこられる方もい

ます。入所者様が大切にし、大事に思う

馴染みの場所に行き、関係が途切れな

いようにしています。

職員は、家族と利用者との関係が継

続するよう、来訪時には声をかけ、だ

れもが来訪しやすい雰囲気づくりに努

めています。来訪時に家族が一緒に

おやつ作りに参加することもあります。

訪問時間に特に制限はなく、入居後も

家族や友人の訪問があり、手紙や年

賀状への支援など、できるだけ関係が

とぎれないように配慮しています。携

帯電話も自由に使用でき、いつでも連

絡が取れる環境を整えています。馴染

みの商店街への外出やお墓参り、帰

宅、外食など、入居前までの生活が継

続できるよう支援しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

入所者様の人間関係を把握し、職員が

入所者様の輪に入り、安心して暮らせる

よう配慮しています。入所者様同士が協

力し合える雰囲気作りを心掛けていきま

す。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、こ

れまでの関係性を大切にしながら、必

要に応じて本人・家族の経過をフォロー

し、相談や支援に努めている

退所時に、困った事があればいつでも

相談して下さいと、お伝えしています。ご

家族様から季節ごとに、近況の連絡をく

ださる方もおられます。退所後にグルー

プホームの想い出をＣＤにして渡してい

ます。退所後に家族と交流を持ち、関係

を断ち切らない取り組みをしています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、

意向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

日々の関わりの中で、会話や観察によ

り入所者様の思いや、意向を気づける

ように努めています。困難な方にはご家

族様から情報を得るようにし本人本位に

検討するようにしています。日々の暮ら

し中心のケアカンファレンスを月に１回

行い、利用者様本位に検討しています。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望な

ど聞き取り、情報の把握に努め記録に

残しています。利用者主体の「利用者

会議」は、職員のサポートを受けて運

営されており、記録も利用者が行って

います。職員は利用者の要望ができる

限り実現できるよう取り組んでいます。

どこで何をしたいか、外出希望が中心

となっていますが、四天王寺へのお参

り、エキスポへのショッピング、外食、

競馬など個別ケアに繋がっています。

また、言語での表現が困難となった場

合にも、できるだけ日常のケアの場面

から、利用者や家族の思い、暮らしの

希望の把握に努め、利用者の望む支

援を実践しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利

用の経過等の把握に努めている

ご利用前の面接時に、ご本人様・ご家族

様から伺い、その後も日々の暮らしの中

で、発見に努めています。生活歴や馴

染みの暮らしは面接記録やケアプラン

に記載し、職員が情報を共有できるよう

にしています。面接記録やケアプランを

職員が把握し、馴染みの暮らしができる

ようにしています。競馬場で働いていた

方には、競馬場に外出、甲子園に行き、

阪神タイガースの応援、新歌舞伎座の

演劇鑑賞等、これまでの暮らしの継続に

繋げています。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

その日に出勤している職員は、入所者

様と関わりをもち、一日を通して入所者

様の心身状態の変化がないかを観察

し、何か変化があった場合は記録に残

し、情報の共有を図っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

大阪府認知症高齢者グループホーム協

議会書式のサービス計画書を利用して

います。月に１度サービス担当者会議を

開き、ご家族様の意見も取り入れて、介

護職員と計画作成担当者が共に介護計

画を作成し、全職員に周知しています。

入所者様やご家族様には面談の上、介

護計画を説明し同意のサインをいただ

いています。

ご家族様にケアプランのコメントをいた

だき、ご要望があれば、相談の上ケアプ

ランに取り入れ、現状に即した介護計画

を作成しています。

介護計画は、利用者、家族の希望を

把握したうえで作成しています。家族と

利用者とのかかわりを大切にしたい

と、３か月に１回の見直しの機会を、家

族と利用者の交流の場となるよう、会

話を通して計画を作成しています。来

訪時には職員から積極的に情報を提

供するよう働きかけています。また、介

護計画には、家族のコメント欄を設け

ており、意見も反映させています。介

護計画は、利用者一人ひとりの日常

の暮らしや身体面の状況を把握し、趣

味や好きな音楽、おしゃれ、関心ごと、

馴染みの物、心身の状況などを記録

に残し、計画を立案し実践に繋いでい

ます。「緑茶が好き」「朝食にヨーグル

ト」「室内のリモコンの操作が自分でで

きる」など、できる力は維持できるよ

う、具体的な計画を作成し実践、記録

に残しています。また、会議では、毎

月一人ひとりの利用者の留意点を話し

合い、経過記録用に整理し、モニタリ

ング、計画の見直しに反映させていま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

入所者様の変化や状態などケース記録

に記載しています。入所者様の変化の

把握に努め介護計画に活かしていま

す。入所者様の気づきや変化などを記

録し、計画に活かしていきます。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービス

に捉われない、柔軟な支援やサービス

の多機能化に取り組んでいる

入所者様の視点に立ち、どのようなニー

ズに対しても、あらゆる方法を思案し、

他機関と連携をとり、柔軟に対応しま

す。訪問リハビリ、利用者様の希望によ

り、耳鼻科往診可能な医療機関を探し、

専門医往診に繋げ診療の充実、コンビ

ニエンスストアの移動訪問車誘致、衣料

販売等様々なサービスを柔軟に行い、

多機能化に取り組んでいます。

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域

資源を把握し、本人は心身の力を発揮

しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ

とができるよう支援している

入所者様の生活歴を知ることで、役割を

持っていただき、充実した日々を過ごし

ていただいています。今まで関わってき

た地域資源（病院、スーパー、地域との

交流）を入所後も利用し充実した日々を

過ごしていただくよう支援しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と

事業所の関係を築きながら、適切な医

療を受けられるように支援している

入所時に入所者様やご家族様と話し合

い、入居以前からのかかりつけ医に受

診するか、併設診療所の医師に受診す

るか話し合い、希望する医療機関を利

用しています。併設診療所から週２回往

診があり、常に入所者様の状況を把握

しています。点滴等が必要な場合は毎

日往診してもらうなどの対応が可能で

す。専門外の診療科目について受診が

必要な時には職員が通院介助を行うこ

とも可能です。入居前よりのかかりつけ

の医院に診ていただいている方もいま

す。適切な医療が受けられるよう支援し

ます。

利用者、家族の希望に応じて、主治医

を決めています。法人の併設診療所

があり、週２回の往診が行われていま

す。２４時間のオンコール体制や日常

的に看護師による健康管理が行われ

ており、急変時など、いつでも往診に

来てもらえる体制が整っています。救

急時などは併設施設からの応援も得

られます。地域の精神科、眼科、歯

科、耳鼻科などと連携を図り、定期的

に、また必要に応じて、専門医の往診

を受けられる体制が整っています。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえ

た情報や気づきを、職場内の看護職や

訪問看護師等に伝えて相談し、個々の

利用者が適切な受診や看護を受けら

れるように支援している

併設内の診療所の看護師と毎日朝礼時

に状況を報告し、適切な受診や看護を

受けられる体制を整えています。週２回

看護師がグループホームで業務を行

い、利用者様の健康管理と適切な受診

ができるよう支援しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交

換や相談に努めている。あるいは、そう

した場合に備えて病院関係者との関係

づくりを行っている

入院時の受け入れ先病院の希望は契

約時にうかがっています。入院が必要な

時は主治医が受け入れ先の病院に連

絡し、手続きしていただいています。入

院中はスタッフがお見舞いに行き、退院

時は病院でのケアカンファに参加してい

ます。退院後は主治医と家族カンファを

開催し医療関係者との関係づくりを行っ

ています。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

法人として看取りについて指針を作って

います。入所時に看取りについて理解を

頂き同意書を交わしています。重度化し

た場合、本人の意思、ご家族の思いを

聞き取り、グループホームでできる看取

りを理解していただき、可能な限り尊厳

と安楽を保ち、安らかな終末期を迎えら

れるように、チームで支援に取り組んで

います。

利用者、家族の希望に応じて、自然な

流れで、年に数名の看取りを行ってい

ます。職員の意識も高く、利用者との

かかわりの中で「その人の最期は、私

が看取りたい」との思いを持ち、ケアに

当たっています。入居時に「看取りに

ついての事前確認書」により看取りに

ついての家族の意向を聞いています。

また、看取りが必要になった時には

「看取りケアの同意書」も整備していま

す。法人全体での研修会や医療との

連携も図れており、主治医が参加する

カンファレンスなどをとおして、個人に

合ったケアのマニュアルが作成され、

看取りケアが実践されています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

看護師より緊急時の対応について勉強

会が開催され参加しています。

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

消防署の協力により、年2回避難訓練を

実施しています。災害対策マニュアルを

把握し避難経路を確認しています。非

常・災害時のための食料品と水の備蓄

もしています。

運営推進会議のメンバーに消防訓練に

参加していただき、地域の理解と協力体

制を築いています。

「地震災害対策マニュアル」を作成し、

年に２回消防避難訓練を実施していま

す。年２回のうち１回は、夜間を想定

し、消防署の立会いの下での訓練を

実施しています。利用者全員の避難

形態、車いす、独歩などの名簿を作成

し誰が見ても分かるよう工夫し、避難

にかかる時間も測定し、災害に備えて

具体的な訓練を実施しています。ま

た、運営推進会議を活用して、地域の

協力を得て訓練を行うようになりまし

た。ホームは居室や廊下からベランダ

側へ避難することができます。災害時

の水や食料品には日付を記し、目に

つく場所に保管しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの

確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

入所者様を尊重しプライバシーを損ねな

い対応を心がけています。個人情報の

取り扱いについては、勉強会などで職員

の意識向上を図っています。入所者様

の個人情報に関する書類については、

鍵付きの棚に保管しています。

「プライバシーの保護マニュアル」を整

備し、法人全体で研修に取り組んでい

ます。便りやビデオで家族に日常の生

活の様子を紹介することもあります

が、必ず本人や家族の許可を得てい

ます。ホーム内の掲示物や便りの写

真等もプライバシーに配慮していま

す。居室も一人ひとりの大切な空間と

捉えており、自然な流れの中で、部屋

の環境整備を行うよう心がけていま

す。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を

表したり、自己決定できるように働きか

けている

日頃から入所者様と密なコニュニケーシ

ョンをとり、本人の思いを聞いたり、気づ

けるように、関わりの姿勢を持ち、入所

者様のニーズに沿った、提案ができるよ

うこころがけています。 年に数

回利用者様主体の利用者様会議を開

催し、議事録も利用者様が作成していま

す。食事の献立の意見、外出のご希望

をいただき、実現しています。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切に

し、その日をどのように過ごしたいか、

希望にそって支援している

買物、散歩、入浴、食事時間など一人ひ

とりのペースや希望に応じて話し合い、

その人に合わせた日々を過ごして頂い

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

女性職員が中心となり日々の整容に気

を使っています。外部からエステシャン

にきて頂き、無料でうけていただくことも

できます。 それ以外に月１回訪

問理容・美容サービスを利用し希望に応

じてカット、毛染め、パーマを行っていま

す。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

職員と入所者様が同じテーブルを囲ん

で食事を楽しめる雰囲気作りを大切にし

ています。朝食時お粥が嫌いな方に、お

にぎりやパンを提供したりその日の体調

や嗜好を把握し食事が楽しみなものに

なるようにしています。入所者様が育て

た野菜が食卓に登ることもあり、食事を

楽しむことができるようにしています。

食の楽しみにこだわり、食事は 3 食と

も手作りです。食材の購入から調理ま

で、利用者、職員、時には訪問に来た

家族も一緒に、食事作りに参加してい

ます。献立は利用者会議からの希望

を参考にしています。法人には管理栄

養士もおり、アドバイスを得ることもあ

ります。食材は季節、地元のもの、鮮

度、国産のものにこだわり、お米や魚

などは地域の商店から購入していま

す。ほぼ毎日利用者とともにスーパー

まで食材の購入に出かけ、利用者に

食材を選んでもらっています。下ごしら

えや盛り付け、配膳、食器ふきなど、

それぞれできることを行っています。外

食なども利用者個人の希望に添って

随時行われており、「食事はまず食べ

ていただくことが大切」という考え方

で、豊かな支援が行われています。



大阪府 グループホームしぎのさと(2F) 2017 年 3 月 29 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会22

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

入所者様一人ひとりの食事摂取量や水

分摂取量については記録し、１日の摂

取量を把握しています。栄養バランスを

考え、食べたい物などのリクエストを聞

いています。１ヶ月毎に献立表を作成し

ています。母体施設の管理栄養士に相

談することもできます。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

義歯はポリデントにつけ、口腔内の清潔

保持を保ちます。

歯科医師と義歯の管理について相談

し、指示をいただいている方もいます。

一人ひとりの能力に応じた口腔ケアをし

ています。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣

を活かして、トイレでの排泄や排泄の自

立にむけた支援を行っている

チェック表を作成し排泄パターンを把握

し、トイレの案内時間の見直し等を行

い、オムツの使用・排泄の失敗を減らす

ようにしています。入所者様一人ひとり

の排泄リズムを掴み、トイレで排尿でき

るよう、取り組み排尿リズムを掴む事

で、ご本人の排泄能力や環境改善に努

めています。リズムを掴むことで、リハビ

リパンツから布パンツになった方もいま

す。

利用者一人ひとりの排泄パターンを把

握し、自立を目指してトイレに誘導して

います。利用者の不快感や費用面で

の負担もできるだけ少なくしたいと、昼

夜の排泄状況に応じて紙パンツにパッ

ドなど、１人ひとりの状況に応じて支援

をしています。尿意を訴えない利用者

に対しても、表情やしぐさから読み取っ

てトイレへ誘導しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

適度の運動や水分補給、食物繊維を多

く取るように心掛けています。便秘にな

りやすい方には、センナ茶を飲んでいた

だき、便秘の予防に取り組んでいます。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

毎日入浴の準備を行い、週３回を目安

に入浴していただいています。 今年度

から希望者に家庭浴槽で入浴していた

だけるようになりました。夜間入浴に取り

組んだこともありますが、毎日実施でき

ないためか、利用者様より、同じ時間に

入浴される方が、生活リズムが整うよう

です。

利用者の要望を伺いながら、入浴を楽し

んでいただきます。

入浴は、利用者の生活習慣や希望に

応じて対応しています。夜間の入浴を

取り入れた時期もありましたが、利用

者の希望に応じて、現在は日中の支

援となっています。２階には檜の大浴

場、３階には個浴があり、好みに応じ

て入浴しています。季節のゆず風呂や

入浴剤の使用により、利用者の楽しみ

に繋がるような支援をしています。重

度になってもできるだけ入浴できるよう

に努めています。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

馴染みのある布団を持参いただき、布

団又はベットを選んでいただいていま

す。日中はレクリエーションや家事のお

手伝い等で活動的な日々を送っていた

だき、気持ちよく眠れる環境を整えてい

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

薬の処方箋を薬と一緒に保管し、目的

等を把握しています。症状の変化は毎

日確認し、必要に応じて主治医に相談し

ています。全職員が周知でき、新しい職

員が入れば服薬時の三度確認（日付

け、名前、顔）を指導し、薬の大切さを理

解するようにしています。

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

家庭の延長としてホームの生活を継続

していただくために、日常の家事を行っ

ていただいています。洗濯たたみやベラ

ンダのプランターの菜園の水やり、食事

の手伝いや買物など役割を持ち、入所

者様の負担にならない様留意しながら

できることをお手伝いしていただいてい

ます。散歩や、日々の体操、得意な裁縫

など趣味を活かしていただき、余暇を楽

しんでいただいています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、

戸外に出かけられるよう支援に努めて

いる。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域

の人々と協力しながら出かけられるよう

に支援している

利用者様会議で入所者様に希望をうか

がい外出しています。外出先を指定され

る方もおられます。季節を感じる行事の

外出、演劇の鑑賞、遠方の病院の外出

支援等行っています。相談があれば、ど

のような形で実現できるかを、職員だけ

でなく、家族とも相談し外出しています。

天候をみながら、ほぼ毎日、近隣へ散

歩や買い物に出かけています。ホーム

だけで過ごすのではなく、隣接の特養

の行事にも積極的に参加して、ホーム

外で多くの人と交流を図っています。

「利用者会議」で出された、行きたいこ

と、やりたいことを大切にして、個別の

外出を行っています。お墓参りや自

宅、外食、ショッピングなどに出かけて

います。年末には家族が恒例で行って

いる餅つきに合わせて帰宅し、職員も

一緒に餅つきに参加しました。家族の

協力を得て、長年、特養と合同でバス

ツアーにも出かけていましたが、最近

は、個別の対応を重視した支援を重視

して取り組んでいます。利用者の希望

に応じて演芸や歌舞伎、甲子園や花

火大会、四天王寺、競馬場にも積極的

に出かけています。

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切

さを理解しており、一人ひとりの希望や

力に応じて、お金を所持したり使えるよ

うに支援している

ご自身で金銭の管理ができる方にはご

本人が管理されています。スーパーへ

買い物に出かけ、お好きな物を購入され

ています。



大阪府 グループホームしぎのさと(2F) 2017 年 3 月 29 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会26

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

ご本人の希望があれば電話をかけてい

ただいたり、ご家族様からの電話を取り

次いでます。

手紙のやり取りをされている入所者様も

います。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

リビングの一角に、段高くした和室には

掘りごたつがあり、ゆっくり寛ぐことがで

きます。居室前の廊下の途中に出窓式

のベンチがあり、人目を避けてゆっくりで

きるスペースになっています。廊下の壁

面には入所者様の生活の様子が分かる

写真や利用者の作品を掲示し、居心地

よく過ごせるよう工夫をしています。

特養に隣接した３階建のホームは、１

階が駐車場、２、３階が、居室となって

います。広い駐車場には、灯篭や竹を

植えており、空間を使って家族との行

事を催すこともあります。２・３階の共

有空間は大きな窓のある南向きの明

るいリビング、オープンキッチンがあ

り、調理のにおい、音、自然の採光や

景色、生活感に溢れ、五感を刺激して

います。また、畳のスペースには、囲

炉裏を模した堀りごたつがあり、洗濯

物をたたむ作業台やなべ料理などを

楽しむ場ともなっています。リビングに

は数台のテーブルがあり、食事以外に

おやつ作りの作業台として使われてい

ます。南向きの明るく広いリビングで、

食後もゆっくり、景色を眺めながら、ま

た、カラオケや雑談をする場となってい

ます。広い廊下には手すりがあり、収

納を兼ねた椅子が備えつけられてお

り、窓からも四季折々の信貴山麓の風

景を眺めることができます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

共用空間の中にソファーや和室、廊下

にはイスがあり思い思いに過ごせる場

所があります。

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたもの

や好みのものを活かして、本人が居心

地よく過ごせるような工夫をしている

ご本人の好みやご家族様の協力の下で

長年使い慣れた布団、書道の道具、家

族の写真などを持ち込んで頂き、安心し

て過ごせるよう工夫しています。個人の

居室として、自由に使用して頂ける配慮

を行います。

居室には、トイレがあり、ベッド、タン

ス、クーラーを設えています。危険なも

の以外は自由に持ち込み可能で、今

まで使い慣れた本棚、机や椅子、ミシ

ン、テレビ、加湿器、冷蔵庫、携帯電

話など、馴染みのものを持参していま

す。居室内には雑誌を置いたり、家族

の写真や作品、花を飾り、居室内で花

の水栽培をしている利用者もおり、生

活スタイルに合わせて居心地良く過ご

せるように支援しています。入り口に

は飾り棚がついており、花やぬいぐる

みを目印として置き、暖簾を吊るして

いる利用者もいます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

トイレの入り口にトイレのマークや案内

を掲示しています。廊下には手すりを設

置し、一人で安全に歩行ができます。戸

は全て引き戸になっており、安全に出入

りができるよう工夫しています。入所者

様のＡＤＬにより居室内に手すりを設置

したり、部屋のレイアウトを見直し安全

かつ自立した日々を過ごせるよう工夫し

ています。


